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生涯学の創出における人類学的研究の課題

金子守恵

はじめに

2020年 11月「生涯学の創出一超高齢社会における発達・加齢観の刷新」と

いう研究課題が， 2020年度科学研究費助成事業学術変革領域研究 (A) に採択

された（領域代表者：月浦崇）．この研究プロジェクト（以下，「生涯学」）で

は，心理学，社会学，教育学，文化人類学の 4つの学間分野 (8研究計画班）

の研究者たちが，人間の生涯における変化を，社会との相互作用のなかで多様

な成長と変容を繰り返す生涯発達のプロセスとしてとらえ直すことを目的とし

て［月浦 2022: 2]，学際的な研究に取り組んでいる．領域全体で取り組む特徴

的な活動の 1つは，心理学，社会学，文化人類学において見いだされる研究成

果や知見を，教育学研究班の代表者が長年取り組んできた社会教育主事講習を

介して社会実装を試みている点にある［石井山 2022: 30-31]. 

8つの研究計画班のうちの 2つは，文化人類学的な研究に取り組んでいる．

そのうち筆者が関わっている研究班の課題は，「技能・熟練・暗黙知の習得・

発達過程に関する人類学的研究」である（以下，技能発達班と記載する）．こ

の班の研究目的は，アジアやアフリカのさまざまな地域において， 1）技能集団

が身体技法に習熟する過程（＝技能を獲得・熟練させる一連の過程）を記述し

たうえで， 2)その過程と生物学的発達との相関性を検証し， 3）多様な社会シス

テムにおける文化的発達の制度化を描き出すことである．ここで対象とする技

能集団は，職人や演奏家のような専門的な職能集団だけではなく，料理を作る

集まりや食事のときに箸を持って食べる人たちなど， H常生活における技術を

あっかう集団も対象に含めている．

技能発達班では， 2020年度から 2021年度にかけて，オンラインでの勉強会

や研究会を中心に研究活動をすすめてきた．この研究班の活動には，分担者 4

人と研究協力者 17人が参画している (2022年 3月時点）．ほとんどの研究者

が，研究対象とする集団の成員から技能を学びながら参与観察をすすめている．

2021年度は，班内メンバーの研究成果の共有やゲストスピーカーを招いて議論

することを目的とした国内研究会を 3回，その後海外のカウンターパートとと

もに国際ワークショップを開催し，領域全体の研究目的，領域内における本研

究班の取り組みや生涯学の創出における人類学的研究の課題について議論を行

なった．
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本論の目的

本論の目的は， 2021年度技能発達班の研究活動での議論（下記，学術交流）

をもとに，以下の 2つの閤いに留意して，生涯学の創出における人類学的な研

究の課題を提示することである．

1. ライフステージにあわせてどのように技能に習熟していくのか？

2. ライフステージを変化させていけば（誰でも）技能に習熟していくのか？

＜班内の学術交流（「発表課題」（発表者氏名（敬称略）・所属） ＞ 

• 2021年 7月 10日 第 2回研究会 (2021年度第 1回研究会） ［付録参照］

「インドネシアの薬物を使用する人々が置かれた状況一保険医療にできるこ

とを越えるには？」（山田千佳・京都大学）

• 2021年 9月 18日 第 3回研究会［付録参照］

「バリのガムラン音楽における演奏技術の習得と発達」（鈴木良枝・東邦音楽

大学）

「伝統の継承と状況的学習一石垣島と与那国島の事例より」（緒方良子・北九

J州市立大学）

• 2021年 12月 3日 第 4回研究会［付録参照］

「行為の組織化と模範の不在ーポルトガル共和国ポルト市のサッカークラブ

におけるトレーニングと試合の過程から」（相原健志•関東学院大学）

く異分野および班外の研究者との学術交流＞

• 2021年 8月 4日

東北大学社会教育主事講習（文化人類学班の講義は，倉田誠 (CO2班）と金

子守恵 (COl班）が共同担当）

• 2022年 2月 1日～ 3月 12日

Lecture Series on Lifelong Sciences & Fieldwork［付録参照］

• 2022年 2月 23日

International Workshop on Lifelong Sciences & Anthropological Studies［付録参照］

• 2022年 3月 12日

Round-Table Talk on Fieldwork in Ethiopia［付録参照］

• 2022年 3月 18日

文化人類学班連携若手研究者ワークショップ (COl 班 •CO2 班）「生涯学の創

出にむけた人類学的研究 II」［付録参照］

以下では，アフリカでの 3つの事例を取り上げ，技能を共有・配分する場や
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制度の特徴に留意して，それらを 4つの象限に位置づける．それをふまえたう

えで，ライフステージの変化と技能の習熟との関係について 3つの課題に整理

して提示する．

技能を共有・配分する場／制度

ここでは，筆者が直接的および間接的に調査研究してきた 3つの場／制度

を取り上げる． 1つ目は，出自をもとに形成された職能集団における技能の

共有と配分の場／制度である．筆者が調査を行なってきた女性土器職人［金子

2011]は，このカテゴリーに分類できる．ここでは，このカテゴリーを原初的

な技能の共有と配分の場／制度（「原初的な場／制度」）とよぶ．

2つ目は，若年者を雇用するなどして作業に従事させながら訓練や学習を行

なうものである．このような技能の共有と配分の形態は徒弟制とよばれること

が多い．それと同時に，徒弟制とよばれる技能集団であっても，どのようなも

のを製作しているかに応じて，技能の共有や配分の仕方には異なる特徴があり

一般化することは難しい．ここでは， Lave& Wenger [1991]が事例として取り

上げた西アフリカの仕立て屋を念頭において，その特徴を記載する．なお，こ

のカテゴリーを徒弟制における技能の共有と配分の場／制度（「徒弟制」）とよ

ぶ．

3つ目は，近代学校教育である．これも国や地域，設立・運営財源（公立，

私立など）によって，技能の共有と配分の様態は多様に展開している．ここでは，

筆者の調査地（エチオピア）にある学校教育の事例 [Kaneko& Shigeta 2021] 

をもとにその特徴を提示する．なお，このカテゴリーを近代学校教育における

技能の共有と配分の場／制度（「学校教育制度」）とよぶ．

「原初的な場／制度」では，技能の共有や配分が，子育ての仕方やライフィ

ベント（たとえば，結婚や出産など）と密接に結びついている．筆者の調査地

域では，土器を成形し始めた少女に，誰から技術を学んだのかを間うと，自分

で土器成形技術を知っていった，と回答する．彼女らは，最初から最後まで，

栂親から手助けされることなくすべての成形過程に従事する．職人のあいだで

は，士器の成形技術は誰かに教えてもらうものではなく，粘士と関わりながら，

自分の手にあう方法を知って／見つけていく過程ととらえられている．このよ

うな習得の特徴は，エチオピアのこの士器職人だけに観察されることではなく，

先行研究にも類似した指摘がある（たとえば，焼畑にふさわしい森を選ぶ視点

の獲得 [Block1998]など）．

「徒弟制」において参入者は，技能を習得して生活を営んでいくことを念頭

において集団に加入する． Lave& Wenger [1991]は，学校教育とは異なる特徴

をもった学習の場・制度としての徒弟制に注目し，少なくとも 3つの特徴を指
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摘した． 1) （技能の）習得とは社会化のプロセスである， 2)初学者であっても

周辺的な作業に参加することができ，ほかのメンバーとともに作業に従事する

ことを介して（つまり 1人で学ぶのではなく，社会的な関係を介して）技能を

習得していく．ただし，初学者は周辺から中心へと作業に参加していくのでは

なく，十全的参加 (fullparticipation) をしていく（参加の程度やポジションが

異なる， ととらえられる） ［Lave & Wenger 1991 : 37]．くわえて，技能を習得

していくことは全人格を巻き込んでいくことであるという特徴を考慮したうえ

で， 3)その集団に参与したものにとって，学習が自己の形成を含んでいること

を指摘した [Lave& Wenger 1991 : 52]. 

「学校教育制度」においては，筆者の調査地域にある小学校の場合，個々の

生徒は講義形式で教師が一方向的に提供する知識を覚える．たとえば，板書し

た内容を書き写す，教師が口頭で発した言葉を繰り返し発声する．個々の生徒

は試験を受け，合格すれば進学できる．習得の形態は，先ほど述べた 2つの場

／制度における特徴とは異なっている．技能発達班のメンバーは，これら 3つ

のなかで，「原初的な場／制度」や「徒弟制」での技能の共有と配分の過程を

主な対象にしていく．

エチオピアでは，これらの 3つの場や制度を，時系列や参入者・就学者の割

合にそって位置づけると，「学校教育制度」が場や制度としてはもっとも新しく，

就学者数も増加している．他方，「原初的な場／制度」や「徒弟制」も場や制度

としては存在しているし， 日々の生活の場面で機能している． 日常生活の技能

については，一緒に作業しながら知っていく，という考え方や実践が一般的で

ある．複数の技能の共有と配分の場／制度が，エチオピアだけに限らず， 日本

をはじめ世界のどこのコミュニティでも併存している．

技能の共有と配分をめぐる 4象限

今後，異なる地域やコミュニティでの技能の共有と配分における場や制度を

検討することを念頭におき，技能を共有するうえで言語化の程度や作業人数に

着目して，この 3つの場／制度を 4象限に位置づけた（図 1).X軸は，作業に

従事する人数を基準にしている． 1人で作業する割合が高い場合は作業の個人

化の程度が高いとし， 2人以上で従事する割合が高い場合は作業の個人化の程

度が低い（分業化の程度が高い）としている． Y軸は，ものや身体技法に着目し，

言語化の可能性の高低を示している．言語化の可能性が高いものを技能が標準

化される可能性が高いとし，言語化の可能性が低いものを技能が標準化される

可能性が低い（属人化される可能性が高い）としている．

繰り返しになるが，それぞれの場や制度は，前述した具体的な対象を想定し

ているため，製作するものや地域によって，それぞれの場や制度が配置される
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図 l．技能の共有と配分をめぐる 4象限

作業
個人化

象限が変わる可能性がある．また，同じ対象であっても，時を経てその場／制

度の特徴が変化することも想定できる（その変化を検討することもまた，多元

的な生涯観を問題提起するうえで重要な検討事項である）．

3つの場／制度は，それぞれが異なる象限に配置された（図 1). 「学校教

育」と土器成形（「原初的な場／制度」）は，技能と作業の 2つの点に着目する

と，対照的な位置に配置されている．「徒弟制」と上器成形は，作業の個人化

の程度においては対照的である．これは今後，比較対象とする製作物やその実

践によって多様に位置づけられる．なお，技能発達班では第 2象限（左上．作

業の分業化の程度が高く，技能が標準化される可能性が高い）にあたる場／制

度を研究対象にする予定はないが，ここには工場でのトレーニング (Onthe Job 

Training) などを配置することができる．

3つの課題：研究活動の方向性

技能の共有と配分をめぐる 3つの場／制度を 4象限に配置したうえで，本論

の最初に述べた 2つの問い（1. ライフステージにあわせてどのように技能に

習熟していくのか？ 2. ライフステージを変化させていけば（誰でも）技能に

習熟していくのか？）を検討すると，少なくとも以下の 3つの課題を設定できる．

(1) 課題 1:ライフステージにそって技能に習熟

この課題については，第 3象限（左下．作業の分業化の程度が高く，技能が

属人化される可能性が高い）にあたる場／制度（主に「徒弟制」の場／制度）
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を想定している．ライフステージが変化することにあわせた技能の習熟過程や，

習熟者に対する集団内での評価を検討することで，文化的発達の制度化といっ

た点を検討できると考えている．さらに，ライフステージの変化は，グローバ

ルな社会的変化とも結びつくと考えている．社会的な変化に影孵を受けて習熟

者に対する評価や考え方の変化も検討できる．

(2)課題 2:ライフステージの変化と技能習熟との関係性の低さ

この課題については，第 4象限（右下．作業の個人化の程度が高く，技能

が属人化される可能性が高い）にあたる場／制度（主に「原初的な場／制度」）

を想定している．具体的には，年齢や習得年数を重ねても，人によって獲得で

きない技能がある（別の表現をすると，年齢を重ねなくても獲得できている人

がいる）という状態をさす．この課題では， どのような要素を検討事項として

くわえていくか考慮する必要がある．繰り返しになるが，筆者の調査対象であ

る職能集団の女性職人は，技能を同様に獲得して上器を成形することだけでは

なく，個々人の技能の違いを尊重しさらにはその差異を評価してもいる．それ

は，職人たちが技能の獲得（できるようになること）を，自らが探索して気づき・

形成していく過程としてとらえていることと結びついている．この課題は，ラ

イフステージの変化では説明できない個人的な差異が社会文化的に許容され，

評価される点について検討すると同時に，人格 (personhood) の形成に関わる

研究間題群にも結びつく．

(3)課題 3:ライフステージと技能の維持・衰退

この課題は，すべての象限に関わる．ライフステージを変化させていく過程

で技能をいかに維持させているか，さらには技能の衰退という状態に対して，

それぞれの地域やコミュニティで当事者や周囲の人びとがそれをどのように受

け止め対応しているのかを検討する．

技能発達班では，フィールドワークにおいて質的な調査をすすめる前に，よ

り多くの人びとの生活機能について把握することを念頭におき，簡易の評価尺

度の作成を準備している．先行研究で取り上げられている評価尺度は， 1人で

自立的に行動できることを前提に作成されている［本特集の鈴木・金子論文を

参照］．筆者の調査地域では， 日常生活において高齢者が周囲の人びとと一緒

に生活したり作業したりする場面にしばしば遭遇する．現在，技能発達班のメ

ンバーが準備している簡易の評価尺度では， 1人で自立的に行動できるという

回答とともに，周囲の人びととともに取り組めば行動できる，という回答が結

果にあらわれるものを検討している．この結果をふまえて，フィールドワーク

において，コミュニティ内での社会関係や社会的紐帯についての調査をすすめ

ていく．
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これら 3つの課題に取り組むことによって，それぞれの課題ごとに，文化社

会的な背景をふまえた生涯発達モデルを問題提起し，新たな生涯観の創出に寄

与することを目指していく．
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